
変動型最低制限価格制度の適用方法フロー図 
  

 

  

                       次順位者に判定を移行  
  

 

１ 予定価格以上の入札については、無効とし最低制限価格の算出からは、 

除外する。 

 

２ 有効な入札者が１者の場合は、予定価格の３分の２を平均価格とし、 

その平均価格の９０％が最低制限価格となる。 
 

 

 

最低入札価格の提示者（有効な一番札）   

                  

最低制限価格以上か？   

最低制限価格は、有効な全入札参加者   

の入札価格の平均値の９０％とする。   

最低制限価格以上の場合        最低制限価格を下回る場合   

落札決定                   失 格   



 

事例① 全部が有効な入札の場合  

  

 

予定価格（事前公表） 

  10,000,000 円 

 

   Ａ社 ○ 

  Ｂ社 ○  

  Ｃ社 ○  

  Ｄ社 ○  

  Ｅ社 ○落札（7,500,000 円）  

最低制限価格  

  7,000,000 円  

    

          

（Ａ社、Ｂ社、Ｃ社、Ｄ社、Ｅ社の平均価格×９０％） 

 ※Ｅ社が落札となります。  

 

 

 

事例② 無効な入札が１者（Ａ社）の場合 

 

予定価格（事前公表） 

  10,000,000 円  

 

 Ａ社●無効（10,500,000 円） 

 Ｂ社 ○  

   Ｃ社 ○  

   Ｄ社 ○ 落札（7,500,000 円） 

最低制限価格  

  7,000,000 円  

 

（Ｂ社、Ｃ社、Ｄ社、Ｅ社の平均価格×９０％） 

 Ｅ社 ●失格（6,800,000 円）（有効） 

※Ｄ社が落札となり、Ａ社（予定価格を超過）は無効

となり、Ｅ社（最低制限価格以下）は失格となりま

す。 

※Ｅ社の入札額は計算過程においては有効であるが、

結果として失格となります。 

  

 



 

事例③ 有効な入札が１者（Ｃ社）だけの場合  

 

予定価格（事前公表） 

  10,000,000 円  

 

 Ａ社 ●無効（10,500,000 円） 

 Ｂ社 ●無効（10,200,000 円） 

  

   Ｃ社 ○落札（7,000,000 円） 

最低制限価格  

   5,999,000 円  

 

（予定価格×２／３×９０％） 

※Ｃ社の落札となり、Ａ社とＢ社（予定価格を超過）

は無効となります。 

※有効な応札者がＣ社だけのため、予定価格×２／３

×90％が最低制限価格となる。 

 

 

 

事例④ 有効な入札が１者（Ｃ社）だけの場合  

 

予定価格（事前公表） 

  10,000,000 円  

 

 Ａ社 ●無効（10,500,000 円） 

 Ｂ社 ●無効（10,200,000 円） 

  

    

最低制限価格  

   5,999,000 円  

 

（予定価格×２／３×９０％） 

 Ｃ社 ●失格（5,700,000 円）（有効） 

※Ａ社とＢ社（予定価格を超過）は無効で、Ｃ社（最

低制限価格以下）は失格となり、この入札は不調と

なります。 

※Ｃ社の入札額は計算過程において有効であるが、結

果としては失格となる。 

       


